




図版 13辺谷中田遺跡

１　土坑24（北から）

２　墓２遺物出土状況
（南東から）　　　

３　溝６・７（東から） ４　河道２（南西から）



図版 14 辺谷中田遺跡

出土土器①（縄文土器）

205 206 207 208 212

213
209

216214

224
218

226223220

210

197
225

227

219

215



図版 15辺谷中田遺跡

出土土器②（竪穴住居１・２）
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図版 16 辺谷中田遺跡

出土土器③（竪穴住居３・10・12、土坑６・10 、河道１、ピット）
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図版 17辺谷中田遺跡

出土土器④（竪穴住居13・14、墓２）
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図版 18 辺谷中田遺跡

出土土器⑤（墓２）、土製品、金属製品
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図版 19辺谷中田遺跡

出土石器①
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図版 20 辺谷中田遺跡

出土石器②
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図版 21成ル古屋遺跡

２　出土土器、石器、金属製品

１　調査区全景（西から）
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図版 22 水 口 遺 跡

１　竪穴住居１炭化材検出状況（北から）

４　竪穴住居２（南東から） ５　土坑１土器出土状況（南東から）

２　竪穴住居１埋土完掘状況（北から） ３　４区遺構全景（南東から）



図版 23水 口 遺 跡

１　土坑２、溝２・３
　　（南東から）

２　溝１（北西から）

３　２区東半遺構全景
（南東から）　　　



図版 24 水 口 遺 跡

出土土器、石器、金属製品
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図版 25谷 山 遺 跡

１  調査区全景（上空から、下が北）

２　遺構全景（上空から、下が北）



図版 26 谷 山 遺 跡

１　調査区西半遺構全景
　　（南東から）

２　掘立柱建物１
　　（北東から）

３　土坑２（北西から）
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所在地
コード 北　緯

°　′  ″
東　経
°　′  ″ 発　掘　期　間 発掘面積

（㎡） 発掘原因
市町村 遺跡番号

へたにせいてついせき

辺谷製鉄遺跡

おかやまけん

岡山県

あかいわし

赤磐市

おくよしはら

奥吉原

33213

34°47′16″ 134°07′15″2009.10.29～2009.12.22
2011.11.01～2011.12.22 190 記録保存調査

へたになかんだいせき

辺谷中田遺跡 34°47′26″ 134°07′33″
2009.11.10～2009.12.17
2011.12.06～2012.03.16
2012.04.25～2012.08.10

2,315 記録保存調査

なるふるやいせき

成ル古屋遺跡 34°47′17″ 134°07′33″
2009.11.09～2009.11.20
2012.01.12
2012.04.09～2012.05.02

335 記録保存調査

みなくちいせき

水口遺跡 333240309 34°47′11″ 134°07′29″
2009.11.04～2009.12.18
2012.06.25～2012.06.26
2012.07.17～2012.09.21

715 記録保存調査

たにやまいせき

谷山遺跡 34°46′51″ 134°07′25″2009.12.01～2009.12.04
2012.09.03～2012.10.25 457 記録保存調査

まんがんじいせき

万願寺遺跡 333240313 34°46′48″ 134°07′29″2009.12.02 2 試掘・確認調査

まんがんじあと

万願寺跡 333240312 34°46′48″ 134°07′29″2009.11.27～2009.12.01 4 試掘・確認調査

ぜんぼうあと

善坊跡 333240308 34°47′16″ 134°07′23″2009.10.23～2009.10.30 10 試掘・確認調査

おくよしはらはいじ

奥吉原廃寺 333240258 34°47′21″ 134°07′15″2009.11.02～2009.11.09 10 試掘・確認調査

くまやまちょうなんばー262さんぷち

熊山町№262散布地 333240262 34°47′14″ 134°07′18″2009.10.27～2009.11.06 10 試掘・確認調査

へたにいせき

辺谷遺跡 34°47′21″ 134°07′20″2009.10.24～2009.11.24 4 試掘・確認調査

なるいせき

成ル遺跡 34°47′22″ 134°07′33″2010.01.06～2010.01.12 10 試掘・確認調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

辺谷製鉄遺跡 生産
散布地

縄文～弥生時代 弥生土器・石器

古墳時代後期 土坑６、溝１、作業面１、
排滓場１

土師器・須恵器・鉄滓・炉壁・鉄鉱
石・台石・敲き石 7世紀初頭頃の製鉄遺跡

中世～近世 土師器・陶器・磁器

辺谷中田遺跡 集落

縄文時代 縄文土器・石棒 後期土器と石棒が出土

弥生時代 竪穴住居８、土坑15、墓１、
溝３、河道１ 弥生土器・石器・鉄器

古墳時代 竪穴住居６、土坑７、溝１、
河道１ 土師器・須恵器・鉄滓・羽口 カマド付き住居が出土

古代～近世 墓１、土坑３、溝５、河道１、
石組み１

土師器・須恵器・瓦質土器・備前焼・
陶器・磁器・土製品・鉄器

報告書抄録



成ル古屋遺跡 集落
弥生時代 河道 弥生土器・石器	

古代～近世 たわみ２ 土師器・須恵器・瓦質土器・備前焼・
陶器・磁器・土製品・鉄器

水口遺跡 集落

弥生時代 竪穴住居２、土坑１ 弥生土器・石器

古墳時代 土師器・須恵器・鉄滓

古代～近世 掘立柱建物３、溝４ 土師器・須恵器・瓦質土器・備前焼・
陶器・磁器・土製品・鉄器

谷山遺跡
集落 弥生時代 土坑５、溝１ 弥生土器・石器

古墳時代～近世 掘立柱建物１、溝１ 土師器・須恵器・備前焼・陶器・磁
器・鉄器

万願寺遺跡 集落 弥生～古墳時代 弥生土器・土師器・須恵器・石器

万願寺跡 社寺 古代～中世 土師器・須恵器・陶器・磁器

善坊跡 社寺 弥生～近世 弥生土器・土師器・須恵器・瓦質土
器・白磁・陶器

奥吉原廃寺 社寺 古代～近世 土師器・須恵器・青磁・平瓦

熊山町№262散布地 散布地 古墳～近世 自然流路 土師器・陶器・磁器

辺谷遺跡
集落 弥生 土坑・柱穴 弥生土器

散布地 古墳～近世 土師器・須恵器・備前焼・陶器・磁
器・土錘

成ル遺跡 散布地 古代～近世 ピット		  土師器・須恵器・備前焼・陶器・磁器

要　　　約

辺谷製鉄遺跡は、氾濫平野奥の丘陵東斜面裾に位置する７世紀初頭頃の製鉄遺跡である。調査では、土坑、作業場、溝、
排滓場などを検出し、磁鉄鉱鉱石やこれを原料とした鉄滓や炉壁が多量に出土した。製鉄に直接関連する遺構は確認され
なかったが、調査区北側に製鉄炉本体が存在すると推測される。

辺谷中田遺跡は、谷底平野の中央で吉井川の川岸に位置する縄文時代から近世の集落遺跡である。竪穴住居、墓、土坑な
ど弥生時代中期～古墳時代後期の遺構が密集しており、遺物も多量に出土した。弥生～古墳時代の遺構・遺物からは、吉
備南部地域や播磨地域との交流が窺える。また、古墳時代後期の製鉄関連遺構からは、辺谷製鉄遺跡や周辺の丘陵に点在
する製鉄遺跡との関連が推測される。

水口遺跡は、丘陵の北斜面裾に位置する弥生時代中期から近世の集落遺跡である。今回は、1999年度の発掘調査区に北接
した地点の調査を行い、竪穴住居、掘立柱建物、土坑と溝が検出し、丘陵裾から平野にかけて集落が広がることを確認し
た。また、1999年度調査同様に古墳時代後期の被熱土坑と斜面上位から流入したと考えられる鉄滓が出土しており、背後
の丘陵で製鉄が行われていた可能性が推測される。

谷山遺跡は、狭い谷の丘陵東斜面に位置する。土坑や掘立柱建物、溝の検出から弥生時代中期～近世の集落遺跡であるこ
とが明らかとなり、平野部だけでなく谷奥でも集落が存在することが明らかとなった。

万願寺遺跡は、谷底平野の南奥で狭い谷の丘陵北斜面裾から谷中央に位置する。弥生～古墳代の集落遺跡で、確認調査で
は弥生時代の遺物と柱穴を確認した。

万願寺跡は、谷底平野の南奥で狭い谷の中央に位置する奈良～室町時代の寺院跡である。かつて布目瓦が採集されたこと
から寺院跡と推定されている。確認調査では、古代～中世の遺物包含層が確認されたのみであったが、古代の土師器や須
恵器が比較的まとまって出土した。

善坊跡は、氾濫平野の中央南奥に位置する鎌倉～室町時代の寺院跡である。確認調査では、古代～中世の遺物包含層以外
には、土石流の痕跡を確認した。

奥吉原廃寺は、丘陵東斜面に位置する奈良～平安時代の寺院跡である。確認調査では遺構は確認できなかったが、古代～
中世の遺物包含層を確認した。

熊山町№262散布地は、丘陵北斜面裾に位置する古墳～奈良時代の遺物散布地である。確認調査では、古墳時代～近世ま
での遺物包含層と時期不明の流路を確認した

辺谷遺跡は、試掘調査で新規に発見された弥生時代～近世の複合遺跡である。谷底平野の中央西側に位置し、弥生時代の
土坑・柱穴などを確認した。

成ル遺跡は、試掘調査で新規に発見された古代～近世の複合遺跡である。谷底平野の中央に位置し、遺物包含層を確認し
た。
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経営体育成基盤整備事業（奥吉原地区）に伴う発掘調査
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